
廃棄物処理法施行規則の一部改正について 
（PCB・災害廃棄物関係） 

 
１  PCB 使用廃安定器に係る処理基準等の改正（規則第 8 条の 10、第 8 条の 13） 

PCB 汚染物のうち、環境大臣が定めるもの（PCB 使用廃安定器（コンデンサ外付け型で、

PCBの漏洩がないものを除く。））は、形状の変更（分解など）が禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施行日：平成 27 年 12 月 14 日 

 

２  低濃度 PCB 廃棄物の焼却処理に係る技術上の基準及び維持管理基準の改正 

（規則第 12 条の 2、第 12 条の 7） 

法第15条に規定するPCB廃棄物の焼却施設の技術上の基準及び維持管理基準につい

て、実証実験の結果等を踏まえ、低濃度PCB 廃棄物に限り850℃以上で２秒以上滞留す

ることを基準として設定 

 

 

 

 

 

 

 

施行日：平成 27 年 12 月 14 日 

 

３  産業廃棄物処理施設設置者に係る一般廃棄物処理施設の特例の改正（規則第 12 条の 7 の 16） 

法第 15 条の２の５に規定する非常災害により生じた廃棄物に係る特例について、よ

り迅速な災害廃棄物の処理が可能となるよう改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

施行日：平成 27 年 11 月 24 日 

図１ 蛍光灯安定器の構造例 

図２ コンデンサ充填材固定型安定器の例（禁止） 図３ コンデンサ外付け型安定器の例（原則禁止） 

産業廃棄物処理施設の設置者に係る一般廃棄物処理施設の設置についての特
例の対象となる一般廃棄物（規則第 12条の７の16） 

 ＜変更前＞ 

他の一般廃棄物と分別して
収集されたものに限定 

 ＜変更後＞ 

市町村から委託を受けて処分する
場合に限り、処分までの間に分別さ
れればＯＫ 

 

1,100℃以上 

２秒以上滞留 

＜変更前＞ 

PCB 廃棄物の燃焼条件（技術上の基準、維持管理基準） 

 

850℃以上 

２秒以上滞留 

※低濃度 PCB廃棄物に限る。 

＜変更後＞ 

・現場での分別が必要 
・迅速な処理に支障が
出るおそれ 


